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神経性食欲不振症患者における胆嚢運動異常  
―胆嚢ジスキネジーの存在―

上原 聡, 並木正義



8０

Ｉ

J､SmoothMuscleRes,２９(5),1993.214

神経性食欲不振症患者における胆雲運動異常

一胆雲ジスキネジーの存在一
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上原聡，並木正義

右肋間操作により胆雲の最大断層面を描出し

た．続いて胆嚢収縮剤としてセルレイン（0.2

"g/k9,セオスニン注)を筋注し，胆雲断面積を

経時的に計測して，その変化率をみた．胆雲断

面積は超音波装置に付属の求積計を用いて求め

た．

目的

神経性食欲不振症では，頑固な便秘やﾛ厘吐と

いった消化器症状を訴える患者が多く，例えば，

末松らは２３３名の本症患者のうち,便秘が７３％，

堰吐が３７％にゑられたと報告している')・しか

し，便秘や'１厘吐といった症状以外にも，心嵩部

痛，季肋部痛，腹部膨満感といった多彩な腹部

症状を認める例が多い．これら神経性食欲不振

症でみられる消化器症状の多くは，消化管にお

ける器質的障害よりも，むしろ機能的障害に基

づくものと考えられている．事実，本症におい

ては胃排出が著明に遅延していること2,3)，およ

び小腸・大腸運動が有意に低下していること4）

などが既に報告されている．

胆雲の機能異常，すなわち胆道ジスキネジー

は腹部，特に右季肋部の湊痛や不快感を引き起

こすこと，およびその症状の発現や消長に心理

的・精神的要因の関与することがよく知られて

いる．しかし，神経性食欲不振症における胆雲

収縮能に関する報告はほとんどない。そこで今

回われわれは，本症患者における胆雲収縮能に

ついて治療前後で比較検討したのでここに報告

する．

結果

図１に健常群における胆雲収縮パターンを示

す．セルレイン投与前の胆雲断面積を１００％と

した時の胆嚢断面積を縦軸に，セルレイン投与

後の時間（分）を横軸に示している．健常群で
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対象は発症半年以内で未治療のまま当科外来

を受診した神経性食欲不振症患者５例で，いず

れも厚生省研究班の診断基準を全て満たしてい

た．年齢は18-23歳（平均21.2歳）で全例女性

であった．一方，年齢・性別を合致させた健常

人１０例を対照群とした.検査前夜９時より絶食

とし，当日朝９時より検査を開始した．胆嚢収

縮能は既報5)に従って測定した.すなわち，まず

始めに，超音波断層装置の右肋骨弓下あるいは
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図１．健常対照群における胆嚢収縮パターン
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